
大

陸
（
南

支
）
　 

直
兵
団
、
広
東
警
備
異
常
な
し
　 

千
葉
県
　
秋
山
憲
夫
　 

宮
城
の
農
家
の
出
身
で
、
私
は
九
人
兄
弟
の
三
番
目
で
す
。

今
、
実
家
は
亡
く
な
っ
た
長
兄
の
甥
が
継
い
で
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
十
七
年
九
月
六
日
に
新
潟
県
村
松
町
東
部
第
六

十
八
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
初
年
兵
の
時
は
寝
て
い
る
と
き

は
内
務
班
教
育
、
起
床
し
て
か
ら
一
挙
手
、
一
投
足
が
軍
隊
教

育
で
す
。
型
に
は
ま
っ
た
初
年
兵
教
育
の
ほ
か
、
入
隊
前
に
は

想
像
も
し
な
か
っ
た
。
上
下
・
縦
横
・
命
令
・
服
従
の
関
係
を

教
わ
っ
た
り
、
自
分
で
勉
強
し
た
り
、
否
応
な
く
覚
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
三
カ
月
経
ち
、
初
年
兵
教
育
の

総
仕
上
げ
と
し
て
、

福
島
県
会
津
磐
梯
地
区
で
行
わ
れ
た
大
隊
、

連
隊
の
秋
季
大
演
習
に
約
一
週
間
参
加
、
第
一
期
の
教
育
を
無

事
終
了
し
、
や
れ
や
れ
で
し
た
。

有
り
難
い
と
思
っ
た
こ
と
は
宮
城
の
郷
土
兵
を
は
じ
め
福
島
、

新
潟
な
ど
気
候
風
土
の
同
じ
県
の
兵
が
主
力
で
、
内
務
班
で
よ

く
田
舎
の
こ
と
を
話
し
合
い
、
訓
練
中
も
よ
く
助
け
合
っ
た
も

の
で
す
。
そ
の
中
の
何
人
か
と
は
中
国
の
勤
務
地
も
復
員
も
一

緒
で
今
で
も
戦
友
会
な
ど
を
年
に
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

戦
線
も
拡
大
し
て
い
る
の
で
内
地
勤
務
で
済
む
な
ど
と
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
北
方
な
の
か
、
大
陸
な
の
か
、
南

方
な
の
か
検
討
も
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
軍
隊
で
何
回
か
の

転
属
を
し
ま
し
た
が
個
人
に
運
、
不
運
は
つ
き
も
の
、
軍
隊
と

は
運
隊
の
別
名
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。



十
一
月
に
千
葉
県
佐
倉
の
東
部
第
六
十
四
部
隊
（
第
百
五
十

七
連
隊
）
に
転
属
し
、
出
発
を
待
機
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、

朝
夕
の
駆
け
足
と
体
操
ぐ
ら
い
で
激
し
い
訓
練
も
な
く
、
日
曜

日
の
成
田
へ
の
引
率
外
出
が
楽
し
み
で
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
の
空
っ
風
の
吹
く
日
、
村
松
か
ら
の
初

年
兵
が
営
庭
に
二
列
横
隊
に
何
組
か
に
並
ば
さ
れ
番
号
の
結
果
、

奇
数
一
歩
前
へ
、
で
南
方
行
き
と
大
陸
行
き
に
分
離
さ
れ
た
の

で
す
。

そ
れ
が
私
の
大
陸
で
の
軍
隊
生
活
へ
の
第
一
歩
で
し
た
。

十
二
月
下
旬
、
佐
倉
を
出
発
、
品
川
か
ら
軍
用
列
車
で
一
路
、

門
司
へ
向
か
い
ま
し
た
。
門
司
で
一
泊
、
二
十
四
日
、
輸
送
船

に
乗
船
、
祖
国
を
後
に
東
シ
ナ
海
を
南
に
進
み
、
昭
和
十
八
年

一
月
一
日
、
広
東
省
黄
哺
港
に
入
港
上
陸
し
、
列
車
で
広
州
駅

に
向
か
い
ま
し
た
。
沿
線
は
椰
子
や
パ
パ
イ
ヤ
の
木
が
生
い
茂

り
厳
寒
の
内
地
と
は
大
違
い
で
し
た
。

配
属
に
な
っ
た
独
歩
六
十
六
大
隊
は
通
称
井
上
部
隊
と
い
い
、

珠
江
の
右
岸
、
海
珠
橋
の
た
も
と
の
三
階
建
て
の
ビ
ル
を
占
拠

し
て
い
ま
し
た
。
出
光
部
隊
に
二
日
ほ
ど
お
り
、
わ
れ
わ
れ
初

年
兵
は
各
中
隊
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
珠
南
警
備
の
第

四
中
隊
で
し
た
。
小
高
い
丘
の
元
軍
官
学
校
の
建
物
で
内
地
の

古
ぼ
け
た
連
隊
の
建
物
と
は
比
べ
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
新
兵
が

来
た
の
で
わ
れ
わ
れ
は
帰
還
要
員
だ
と
大
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
二
、
三
日
の
こ
と
で
、
小
隊
ご
と
の
配
属
が

き
ま
る
と
直
ち
に
現
地
訓
練
で
す
。
教
官
は
佐
倉
か
ら
同
行
の

山
崎
見
習
士
官
で
す
。
現
地
に
即
し
た
訓
練
と
い
う
こ
と
で
、

墓
地
の
利
用
、
小
部
落
の
攻
撃
、
ク
リ
ー
ク
渡
河
作
戦
、
ト
ー

チ
カ
攻
撃
と
初
年
兵
教
育
で
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
訓
練

で
す
。
こ
の
訓
練
が
、
中
国
滞
在
中
の
私
の
戦
闘
、
訓
練
、
警

備
の
基
礎
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
、
第
六
十
六
大
隊
は
田
賀
部
隊
と
交
代
し
、
新

会
県
江
門
に
移
動
し
、
そ
の
地
区
の
警
備
に
当
た
り
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
風
雲
急
を
つ
げ
、
南
方
か
ら
内
地
へ
の
輸
送
路

は
た
た
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
中
国
上
陸
作
戦
が
噂
に
の
ぼ
る
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、
湘
桂
作
戦
が
実

施
さ
れ
た
と
後
で
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
新
た
に
直
兵
団
を
新
設
、
広
東
周
辺
の
警
備
に

任
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
二
月
、
第
一
〇
四

師
団
、
独
立
混
成
第
十
九
、
第
二
十
二
旅
団
な
ど
か
ら
基
幹
要

員
を
差
し
出
し
、
現
地
召
集
者
及
び
内
地
か
ら
の
派
遣
の
補
充



兵
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
、
独
立
歩
兵
第
二
三
九
～
第
二
四
二
大

隊
か
ら
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。
旅
団
の
合
計
人
員
六
千
名
、
馬

匹
三
百
頭
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
た

の
が
私
た
ち
で
し
た
。
私
の
属
し
た
独
立
混
成
二
十
二
旅
団
か

ら
直
兵
団
の
第
二
四
二
大
隊
要
員
の
補
充
を
受
け
持
ち
、
井
上

部
隊
か
ら
同
大
隊
第
一
中
隊
の
基
幹
要
員
を
提
出
し
ま
し
た
。

当
初
、
南
方
の
戦
闘
兵
団
要
員
故
、
な
る
べ
く
若
く
優
秀
な
兵

を
と
い
う
こ
と
で
七
次
、
八
次
、
九
次
と
若
い
兵
か
ら
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

村
山
、
佐
倉
、
広
東
、
江
門
以
来
の
訓
練
・
警
備
・
戦
闘
を

共
に
し
た
戦
友
の
別
離
で
あ
る
。
戦
死
、
戦
病
で
別
れ
る
の
は

覚
悟
の
上
の
こ
と
、
こ
う
し
て
生
木
を
裂
か
れ
る
よ
う
に
分
離

す
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
中
に
は
お
い
お
い
男
泣
き

す
る
者
も
い
ま
し
た
。
改
め
て
軍
組
織
の
非
常
さ
を
知
っ
た
の

で
あ
る
。

小
鷹
中
隊
長
以
下
四
個
小
隊
長
が
選
ば
れ
、
こ
こ
に
新
た
に

独
立
歩
兵
第
二
四
二
大
隊
小
鷹
中
隊
が
発
足
し
た
の
で
す
。

三
月
十
日
、

各
中
隊
の
転
出
者
は
大
隊
本
部
営
庭
に
集
結
し
、

母
隊
と
決
別
し
、
一
路
、
広
東
の
関
村
軍
官
学
校
跡
に
集
合
し

ま
し
た
。
こ
こ
は
元
第
四
中
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。訓
練
に
明
け
暮
れ
る
と
と
も
に
警
備
部
隊
の
性
格
が
明
確
に

な
り
、
四
個
小
隊
が
三
個
小
隊
に
な
り
、
私
は
第
四
小
隊
か
ら

第
一
小
隊
の
吉
岡
隊
に
編
入
に
な
り
ま
し
た
。

四
日
に
大
隊
は
中
山
県
石
岐
に
移
駐
し
、
節
兵
団
第
一
二
六

大
隊
（
小
屋
迫
）
と
警
備
交
代
を
行
い
、
各
大
隊
も
同
様
、
節

兵
団
警
備
担
当
地
区
の
委
譲
を
受
け
、
こ
こ
に
任
務
の
交
代
は

完
了
し
た
の
で
す
が
、
何
し
ろ
二
割
減
の
兵
力
で
同
じ
面
積
の

地
区
の
治
安
を
維
持
す
る
の
で
目
に
見
え
ぬ
苦
労
が
将
校
・
下

士
官
・
兵
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
中
隊
（
小
鷹
隊
）
は
浮
圷
地
区
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
私
は
広
東
の
貨
物
廠
に
教
育
の
た
め
三
カ
月
派
遣
に

な
り
ま
し
た
。

吉
岡
隊
は
小
■
地
区
の
警
備
に
つ
い
て
ま
し
た
が
、
私
も
帰

隊
後
直
ち
に
岩
山
分
哨
に
勤
務
、
上
番
、
下
番
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。
小
人
数
の
分
哨
は
気
苦
労
が
多
く
、
ま
た
大
海
の

中
の
小
島
の
よ
う
な
も
の
で
、
住
民
と
の
折
衝
に
は
四
六
時
中
、

心
を
く
だ
き
ま
し
た
。



五
日
、
吉
岡
小
隊
長
他
数
名
が
広
東
白
雲
山
下
士
官
学
校
に

機
関
銃
教
育
の
た
め
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
六
日
、
第
三
小
隊
は

部
隊
本
部
勤
務
と
な
り
、
第
二
小
隊
は
小
檀
地
区
警
備
と
な
り

ま
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
漢
門
の
周
辺
の
治
安
が
悪
化
し
た
た

め
、
急
速
第
三
小
隊
が
前
山
塞
に
派
遣
に
な
り
、
そ
の
警
備
に

就
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
手
薄
の
上
、
治
安
の
悪
化
に
伴
い

東
奔
西
走
し
ま
し
た
。

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
浪
綱
沙
付
近
の
治
安
が
悪
化
し
ま
し
た

の
で
、
地
区
警
備
の
必
要
上
小
哨
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、

無
け
な
し
の
兵
力
の
中
か
ら
第
二
小
隊
長
関
淳
一
以
下
約
一
個

小
隊
と
前
野
兵
長
以
下
機
関
銃
の
一
個
分
隊
が
配
属
さ
れ
、
治

安
の
維
持
と
交
通
路
の
確
保
に
努
め
た
の
で
す
。

八
月
に
は
士
気
高
揚
の
た
め
大
隊
本
部
で
銃
剣
術
大
会
が
行

わ
れ
、
わ
が
中
隊
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
八
月
十
六
日
、
第

三
小
隊
有
田
中
尉
等
は
第
二
小
隊
関
少
尉
以
下
と
浪
綱
沙
小
哨

を
交
代
し
ま
し
た
が
、
そ
の
帰
途
敵
の
待
ち
伏
せ
に
遭
い
、
小

鷹
中
隊
長
以
下
二
十
名
前
後
戦
死
す
る
と
い
う
戦
闘
が
あ
り
ま

し
た
。
村
松
連
隊
以
来
の
何
人
か
の
戦
友
も
含
ま
れ
残
念
で
た

ま
り
ま
せ
ん
。

昭
和
十
九
年
十
月
、
第
一
中
隊
は
浮
坪
地
区
か
ら
九
江
地
区

に
警
備
交
代
し
た
。
米
の
収
穫
期
で
思
わ
ず
宮
城
の
秋
を
思
い

出
し
た
。
九
江
の
警
備
地
区
は
馬
鞍
岡
小
哨
、
軍
舟
橋
分
哨
、

馬
頭
分
哨
、
中
隊
本
部
衛
兵
な
ど
で
し
た
。

戦
況
の
急
迫
に
つ
れ
集
成
大
隊
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

吉
岡
少
尉
以
下
三
〇
名
が
仏
山
地
区
に
分
遣
に
な
り
、
旅
団
司

令
部
か
ら
林
田
大
尉
が
着
任
し
て
き
ま
し
た
。
吉
岡
中
尉
は
副

官
と
情
報
主
任
を
兼
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
私
も
吉
岡
中
尉
の

下
で
情
報
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
中
隊
は
大
陸
の
決
戦
に
備
え
て
三
交
代
で
作
業
に
従
事
し
、

そ
の
合
間
に
討
伐
、
昼
夜
の
別
が
な
い
と
は
こ
の
こ
と
か
と
思

い
ま
し
た
。
治
安
も
次
第
に
悪
く
な
り
、
一
人
、
二
人
の
連
絡

で
は
襲
わ
れ
る
危
険
が
で
て
き
ま
し
た
。

私
は
一
時
仏
山
の
集
成
大
隊
か
ら
中
隊
に
復
帰
、
討
伐
中
に

再
び
集
成
大
隊
の
初
年
兵
教
育
の
た
め
、
野
中
、
池
田
の
両
兵

長
と
と
も
に
分
遣
に
な
り
、
初
年
兵
教
育
中
に
敗
戦
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
間
、
各
中
隊
で
は
戦
況
切
迫
に
よ
る
司
令
部
要
請
で
斬

込
隊
を
要
請
し
非
常
に
備
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
、
日
本
無



条
件
降
伏
の
報
が
住
民
の
口
か
ら
口
で
伝
わ
り
、「
ア
ッ
」
と

言
う
間
に
軍
票
・
儲
備
券
の
大
暴
落
で
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
本
軍
無
条
件
降
伏
す
る
。

大
隊
は
仏
山
地
区
を
撤
収
、
広
東
に
向
か
う
。

八
月
末
市
内
で
新
編
第
一
軍
に
よ
る
武
装
解
除
。
九
月
十
日

広
東
地
区
か
ら
河
南
地
区
関
村
に
移
動
。
十
月
十
八
日
関
村
地

区
か
ら
広
東
の
河
南
地
区
、
東
亜
倉
庫
跡
に
集
結
し
ま
し
た
。

い
つ
復
員
で
き
る
か
わ
か
ら
ぬ
た
め
野
菜
作
り
を
し
た
り
、

市
内
の
清
掃
の
た
め
の
使
役
も
し
ま
し
た
。
ま
た
復
員
後
の
こ

と
を
考
え
て
希
望
者
に
は
英
会
話
の
講
習
も
あ
り
、
農
業
講
座

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

士
気
を
弛
緩
さ
せ
な
い
た
め
、
は
じ
め
は
小
隊
対
抗
の
運
動

会
か
ら
大
隊
対
抗
の
運
動
会
へ
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和

二
十
一
年
三
月
二
十
八
日
、
早
朝
黄
哺
に
向
か
っ
て
出
発
し
、

黄
哺
で
新
編
第
一
軍
の
検
査
を
受
け
、
そ
こ
に
一
泊
し
ま
し
た
。

三
月
三
十
日
、
帰
国
の
た
め
に
、
サ
ン
パ
ン
で
黄
哺
を
出
発
し

ま
し
た
。
引
揚
船
の
来
る
ま
で
一
時
上
陸
し
て
待
機
し
て
い
る

中
に
米
国
の
リ
バ
テ
ィ
ー
型
戦
時
貨
物
船
が
到
着
し
ま
し
た
。

三
月
三
十
一
日
夜
半
、
乗
船
を
開
始
、
出
航
し
ま
し
た
。

四
月
三
日
こ
ろ
、
コ
レ
ラ
が
大
発
生
し
死
亡
者
続
出
。
帰
国

を
前
に
し
て
中
隊
か
ら
何
人
か
を
後
部
甲
板
か
ら
水
葬
に
す
る
。

復
員
を
前
に
し
て
亡
く
な
っ
た
本
人
の
心
情
を
思
う
と
泣
く
に

泣
け
な
い
。
し
か
し
健
康
者
に
感
染
し
て
は
と
友
情
と
の
板
挾

み
に
苦
し
み
ま
し
た
。

四
月
十
日
、
桜
咲
く
故
国
に
着
き
ま
し
た
が
、
コ
レ
ラ
船
の

た
め
上
陸
が
で
き
な
い
。
台
湾
坊
主
来
襲
で
、
千
葉
沖
に
流
さ

れ
る
事
故
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
食
糧
は
通
船
で
運
ぶ
が
不

足
気
味
で
、
煙
草
も
な
く
な
る
。
船
内
の
人
心
は
荒
れ
気
味
で
、

賭
博
は
公
然
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
日
、
久
里
浜
に
上
陸
、
陸
軍
重
砲
兵
学
校
跡
に
隔
離
、

検
査
が
行
わ
れ
、
五
月
二
十
日
よ
う
や
く
復
員
が
決
定
し
、
各

人
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
。

直
兵
団
編
成
以
来
二
年
四
カ
月
、
我
が
部
隊
は
こ
こ
に
解
散

し
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

平
和
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
警
備
や
討
伐
の

こ
と
を
思
う
と
夢
の
ま
た
夢
で
、
今
は
た
だ
亡
き
戦
友
の
面
影

を
朝
夕
偲
ん
で
い
ま
す
。




